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かわさき市民活動センター｜ボランティア・市民活動情報紙
川崎で、グッド・アクション！

ナンバーゼロ
Spotlight on Civic Action

and Volunteering

◀アンダー50の
　連載はこちら

原動力は    川崎愛！  

http://www2.kawasaki-shiminkatsudo.or.jp/volunt/
川崎市内のボランティア・市民活動は

　大塚　優 おおつか・ゆう さん

インタビュー/コラム形式
で、川崎市内NPOで活躍す
る若手エースを紹介してい
ます。ホームページで、毎
月連載を更新中です。

U-50
「自称・夢見ヶ崎動物公園専属アイドルGABU」のメンバー“ゆうゆう”として活躍する大塚

優さん。幸区南加瀬にある夢見ヶ崎動物公園至近の川崎市立日吉小学校の出身です。市

の青少年育成事業「かわさきヤングミュージカル」で出会った4人でアイドルグループ

GABUを結成。市内イベントに出演を重ねてきました。鹿島田囃子連の代表や、かわさき

FMの番組パーソナリティでも地元に貢献中！「川崎を好きになってくれたら嬉しい」という
気持ちが活動の原動力です。「おばあちゃんになっても続けたい！」GABUの活動を真

ん中に、地元への思いを表現する大塚さんへのインタビューは、「U-50」をお読みください。
撮影協力：幸区市民健康の森「さいわい加瀬山の会」のみなさん、夢見ヶ崎動物公園

今号のカバーSTORY

幸区在住

はじまりは、夢見ヶ崎。

自称・夢見ヶ崎動物公園専属アイドルGABUメンバー



News

https://kawasaki.genki365.net/

認定NPO法人 教育活動総合サポートセンター
不登校シンポジウムで掲示
1.5メートルの横断幕（タテ）を印刷。（1200円）

コスギアート　ラ・ファブリカ実行委員会
イベント配布「シン・マルコちん」PR
A2サイズポスター（400円）

VN2023［ボラ・ナビ］

イベントや対面開催が活発になってきた

volunteer navigation

Topic

専修大学ネットワーク情報学部
藤原 正仁（ふじわら・まさひと）先生

専修大学ネットワーク情報学部では、2010年以来、かわ
さき市民活動センターと連携して、川崎市の市民活動団
体を紹介するメディアの制作に取り組んでいます。学生
は、リーフレット、Webサイト、映像の制作を実践的に学
ぶだけでなく、市民活動団体の皆様との交流を通して、
地域社会の課題についても学ぶ契機となっています。

■ 開館時間・利用時間の変更
2023年4月1日より、以下のとおりセンター施設運営の内容を一
部変更させていただくこととなりました。なにとぞ御理解いただ
けますよう、お願い申し上げます。
月～土曜日　9時～21時（変更なし）
日曜日・祝日　　9時～17時30分（夜間利用はできません）
○ 印刷室の利用は17時まで
○ フリースペースの利用は17時15分まで
センターの事業やイベントなどでフリースペースが使えない場合があります。
随時、ホームページでお知らせをしています。

■ 会議室料金改定
2023年4月1日から下記施設サービスの料金を改定いたします。
新料金 

会議室 800円/1室1コマ
会議室（イベント利用）3,200円/2室利用1コマ
※1コマとは：午前／午後／夜間のいずれかの時間帯のうち1つ

2023年2月3日（金）「かわさきNPO映像交流会」が3年ぶりに
対面で開催され、会場には約70名が集まりました。市民活動団
体と専修大学情報ネットワーク学部の学生が協働し、約半年か
けて各団体の広報制作にあたってきました。この映像交流会は
その完成披露の場です。学生グループ代表が、それぞれ制作を
担当した団体の広報物「PR映像、パンフレット、WEBサイト」
を発表。今回参加した市民活動各団体がコメントを述べ、そし
て拍手とねぎらいの言葉を贈りました。コロナ禍で感染対策を
しながら取材を行うなど大変な一面もありました。会場に集ま
った団体と学生は、ともに完成を喜び合い交流を
深めました。

かわさき市民活動センターと専修大学ネットワーク情報学部による連
携事業。センターが紹介する川崎市内で活動する市民活動団体の「広
報力の向上」と、学生の「着想・表現方法およびコミュニケーション能力
の向上」を主な目的として、2年生の応用演習（メディアコミュニケーシ
ョン）において約半年間かけて３つの広報物を制作します。本事業を
通じて、学生は市民活動の現場を見たり話を聞いたりすることで地域
社会を知り、団体は自分たちの活動目的や内容をわかりやすく「伝え
る」ことの難しさなどに気付きを得る、良い機会となっています。

［2022年度 参加団体］  NGO外反母趾研究会／川崎市で木育を広め隊
／川崎ワカモノLab／こども食堂グループ「Aina」／ NPO法人SoELa／
多摩川の会／NICE（Nakahara Inclusive Community Evaluation）／日本
語で話そう いどばた／ポーラスター

大学生と協働で伝わるメディアを制作 Info

TRY it!
成果を発表 「かわさきNPO映像交流会」

＼掲載数90件／

専修大学との連携による、市民活動団体広報支援

どのような
取組？

PR映像（一例）

WEBサイト（一例）

大学生
市民活動
団体

「パンフでこんなことを説明したい」
「ホームページでアーカイブを」
「動画で広い層に伝えたい」
学生に活動内容を伝えていく中で
団体も広報制作の目標が明確に。
話し合いながら形になりました。

各団体のパンフレット
表紙のロゴも制作！

▶2023年版 ボラ・ナビ発刊
ボランティア活動に興味がある人を参加先へとナビゲート
する冊子「ボラ・ナビ」は、川崎市内のボランティア募集情
報を掲載しています。今年度の掲載数は90件。活動セン
ター、各区社会福祉協議会、区役所などで閲覧できます。
※情報は毎年秋に募集します。お気軽に活動センターまでお問
い合わせ下さい。

▶さらに！ 上記の冊子に掲載した募集情報は、「ポータル
サイト・応援ナビかわさき」（WEB）に転載します。1年間公
開。二段構えでボランティア募集をサポート！

ポスターや横断幕を高品質カラーでプリントアウト！イベント開催な
どの活発化を反映して利用が増えている大判印刷。A1、A2ポスター
から3メートルの大型印刷まで使いかたは色々です。印刷室のPCを
使用してデータ出力印刷（PDFのみ）。ご利用の際は、印刷室を電話
でご予約ください。ご利用お待ちしています。
【機種】Canon image PROGRAF TM-200インクジェット・フルカラー
【料金】A1サイズ（800円／枚）、A2サイズ（400円／枚）、横断幕（400円／ 50センチごと）
※用紙はA1ノビ幅（609.6 mm）、料金は紙代込み。

▶2023年 ボラ・ナビ夏休み 〈募集・5月頃〉

夏休みにボランティア活動をやってみたい生徒や大学生向
けの情報を今年も募集。昨年も、「学生さんがたくさん来て
くれた」と好評でした。募集情報は「応援ナビかわさき
（WEB）」に夏休み期間に合わせて掲載します。
※ご希望の団体は活動センターへお問い合わせ下さい。

川崎市のボランティア情報（冊子・紙版）

学生向け［ボラ・ナビ夏休み］

夏休みボランティア情報を募集予定

ボラナビ
夏休み
2023

WEBにも
　掲載！ 

WEB掲載のみ

「応援ナビかわさき」に情報掲載（画像右は2022年のもの）

使ってみてね! 大判印刷機

Cover Story 活動20周年！ 幸区市民健康の森「さいわい加瀬山の会」 × 大塚優さん（GABU）

表紙に協力してくれた幸区市民健康の森「さいわい加瀬山の会」の活
動が20周年となります。早朝から地域の方々がウオーキングや犬の散歩
に次 と々訪れ、愛される場所となっている夢見ヶ崎動物公園、加瀬山。
会の皆さんのご尽力で清 し々く環境が保たれています。大塚さんも子ど
もの頃から度々遊びに行く場所だったとのことで、シマウマなど動物に
ついても詳しく説明をしてくださいました。地域に育まれ地元を応援す
る大塚さんと、地域を育む活動を続ける加瀬山の会。ご協力を誠にあり
がとうございました。

▲ 遊歩道脇の竹垣を手際よく作成　「さいわい加瀬山の会」は活動参加者を募集中。詳しくはボラ・ナビ、応援ナビかわさきをご覧ください。 ▲ (下）GABUのみなさん



News

https://kawasaki.genki365.net/

認定NPO法人 教育活動総合サポートセンター
不登校シンポジウムで掲示
1.5メートルの横断幕（タテ）を印刷。（1200円）

コスギアート　ラ・ファブリカ実行委員会
イベント配布「シン・マルコちん」PR
A2サイズポスター（400円）

VN2023［ボラ・ナビ］

イベントや対面開催が活発になってきた

volunteer navigation

Topic

専修大学ネットワーク情報学部
藤原 正仁（ふじわら・まさひと）先生

専修大学ネットワーク情報学部では、2010年以来、かわ
さき市民活動センターと連携して、川崎市の市民活動団
体を紹介するメディアの制作に取り組んでいます。学生
は、リーフレット、Webサイト、映像の制作を実践的に学
ぶだけでなく、市民活動団体の皆様との交流を通して、
地域社会の課題についても学ぶ契機となっています。

■ 開館時間・利用時間の変更
2023年4月1日より、以下のとおりセンター施設運営の内容を一
部変更させていただくこととなりました。なにとぞ御理解いただ
けますよう、お願い申し上げます。
月～土曜日　9時～21時（変更なし）
日曜日・祝日　　9時～17時30分（夜間利用はできません）
○ 印刷室の利用は17時まで
○ フリースペースの利用は17時15分まで
センターの事業やイベントなどでフリースペースが使えない場合があります。
随時、ホームページでお知らせをしています。

■ 会議室料金改定
2023年4月1日から下記施設サービスの料金を改定いたします。
新料金 

会議室 800円/1室1コマ
会議室（イベント利用）3,200円/2室利用1コマ
※1コマとは：午前／午後／夜間のいずれかの時間帯のうち1つ

2023年2月3日（金）「かわさきNPO映像交流会」が3年ぶりに
対面で開催され、会場には約70名が集まりました。市民活動団
体と専修大学情報ネットワーク学部の学生が協働し、約半年か
けて各団体の広報制作にあたってきました。この映像交流会は
その完成披露の場です。学生グループ代表が、それぞれ制作を
担当した団体の広報物「PR映像、パンフレット、WEBサイト」
を発表。今回参加した市民活動各団体がコメントを述べ、そし
て拍手とねぎらいの言葉を贈りました。コロナ禍で感染対策を
しながら取材を行うなど大変な一面もありました。会場に集ま
った団体と学生は、ともに完成を喜び合い交流を
深めました。

かわさき市民活動センターと専修大学ネットワーク情報学部による連
携事業。センターが紹介する川崎市内で活動する市民活動団体の「広
報力の向上」と、学生の「着想・表現方法およびコミュニケーション能力
の向上」を主な目的として、2年生の応用演習（メディアコミュニケーシ
ョン）において約半年間かけて３つの広報物を制作します。本事業を
通じて、学生は市民活動の現場を見たり話を聞いたりすることで地域
社会を知り、団体は自分たちの活動目的や内容をわかりやすく「伝え
る」ことの難しさなどに気付きを得る、良い機会となっています。

［2022年度 参加団体］  NGO外反母趾研究会／川崎市で木育を広め隊
／川崎ワカモノLab／こども食堂グループ「Aina」／ NPO法人SoELa／
多摩川の会／NICE（Nakahara Inclusive Community Evaluation）／日本
語で話そう いどばた／ポーラスター

大学生と協働で伝わるメディアを制作 Info

TRY it!
成果を発表 「かわさきNPO映像交流会」

＼掲載数90件／

専修大学との連携による、市民活動団体広報支援

どのような
取組？

PR映像（一例）

WEBサイト（一例）

大学生
市民活動
団体

「パンフでこんなことを説明したい」
「ホームページでアーカイブを」
「動画で広い層に伝えたい」
学生に活動内容を伝えていく中で
団体も広報制作の目標が明確に。
話し合いながら形になりました。

各団体のパンフレット
表紙のロゴも制作！

▶2023年版 ボラ・ナビ発刊
ボランティア活動に興味がある人を参加先へとナビゲート
する冊子「ボラ・ナビ」は、川崎市内のボランティア募集情
報を掲載しています。今年度の掲載数は90件。活動セン
ター、各区社会福祉協議会、区役所などで閲覧できます。
※情報は毎年秋に募集します。お気軽に活動センターまでお問
い合わせ下さい。

▶さらに！ 上記の冊子に掲載した募集情報は、「ポータル
サイト・応援ナビかわさき」（WEB）に転載します。1年間公
開。二段構えでボランティア募集をサポート！

ポスターや横断幕を高品質カラーでプリントアウト！イベント開催な
どの活発化を反映して利用が増えている大判印刷。A1、A2ポスター
から3メートルの大型印刷まで使いかたは色々です。印刷室のPCを
使用してデータ出力印刷（PDFのみ）。ご利用の際は、印刷室を電話
でご予約ください。ご利用お待ちしています。
【機種】Canon image PROGRAF TM-200インクジェット・フルカラー
【料金】A1サイズ（800円／枚）、A2サイズ（400円／枚）、横断幕（400円／ 50センチごと）
※用紙はA1ノビ幅（609.6 mm）、料金は紙代込み。

▶2023年 ボラ・ナビ夏休み 〈募集・5月頃〉

夏休みにボランティア活動をやってみたい生徒や大学生向
けの情報を今年も募集。昨年も、「学生さんがたくさん来て
くれた」と好評でした。募集情報は「応援ナビかわさき
（WEB）」に夏休み期間に合わせて掲載します。
※ご希望の団体は活動センターへお問い合わせ下さい。

川崎市のボランティア情報（冊子・紙版）

学生向け［ボラ・ナビ夏休み］

夏休みボランティア情報を募集予定

ボラナビ
夏休み
2023

WEBにも
　掲載！ 

WEB掲載のみ

「応援ナビかわさき」に情報掲載（画像右は2022年のもの）

使ってみてね! 大判印刷機

Cover Story 活動20周年！ 幸区市民健康の森「さいわい加瀬山の会」 × 大塚優さん（GABU）

表紙に協力してくれた幸区市民健康の森「さいわい加瀬山の会」の活
動が20周年となります。早朝から地域の方々がウオーキングや犬の散歩
に次 と々訪れ、愛される場所となっている夢見ヶ崎動物公園、加瀬山。
会の皆さんのご尽力で清 し々く環境が保たれています。大塚さんも子ど
もの頃から度々遊びに行く場所だったとのことで、シマウマなど動物に
ついても詳しく説明をしてくださいました。地域に育まれ地元を応援す
る大塚さんと、地域を育む活動を続ける加瀬山の会。ご協力を誠にあり
がとうございました。

▲ 遊歩道脇の竹垣を手際よく作成　「さいわい加瀬山の会」は活動参加者を募集中。詳しくはボラ・ナビ、応援ナビかわさきをご覧ください。 ▲ (下）GABUのみなさん



ナンバーゼロ  2023年春号（通巻№305）

※こぶんたは、当財団が管理運営するこども文化センター53施設のキャラクターです。  ※わくりんは、当財団が管理運営するわくわくプラザ102施設のキャラクターです。

地域と子どもたちをつなぐ「こぶんまつり」
in 日進町こども文化センター

2023年1月5日、川崎区の日進町こども文化センターで「運営協議会共

催のこぶんまつり」を開催しました。オープニングでは中学生がマジッ

クを披露してくれ、不思議な技に歓声が上がる中での華やかな始まりと

なりました。

小・中学生のボランティアクラブの子どもたちと、地域住民・運営協議

会の方々が中心となり、各コーナー（工作、さかな釣り、ボール投げな

ど）を盛り上げてくれました。

参加者は、スタンプカードを片手に縁日のように各コーナーをめぐり、

ボランティアの方たちと交流し、友だちと楽しそうに笑い合う場面も多く

見られました。

最後には講師によるバルーンアートの披露と、大きなスペシャルバルー

ンの抽選会があり、大盛り上がりの中でのエンディングとなりました。

お手伝いいただいた方々からも「子どもたちの笑顔が見られてとても嬉

しい」「私たちの方が元気をもらえた」との声があり、地域住民と子ども

たちとの交流が深まった笑顔あふれる一日となりました。

「withコロナ」の新しい形のまつりがこども文化センターにも戻り、今回

楽しい交流を体験した子どもたちと、いつも温かい目で見守って下さる

運営協議会の方々が今後も大きな支えとなっていくと感じました。

センター施設の中にあります（全5室）。デ
スクと椅子、ロッカーとレターケースも付
帯。FreeWifi（個別に契約も可）、駐車場
利用可など。1年ごとに更新が必要、最長
利用期間は5年まで。審査あり、応募団体
多数の場合は抽選。
詳細はHPに掲載予定。申込方法などは、
かわさき市民活動センターにお問い合わせ
ください。

活動センターは第3火曜に出演中！
「かわさきホット☆スタジオ」
毎週 月～金15 :30～16 :00放送
（再放送　23 :00～23 :30）
かわさきFM 79 .1MHz

ららテラス武蔵小杉
中原市民館側施設外周部

※荒天の場合3/19（日）に順延
10：00～15：00

2023
3/18 土

＼つながるマルシェ開催します～♬／

2023年4月～市民活動ブース入居団体募集！
申込締切は、2023年2月20日（月）
市民活動団体が専用事務所として活用できるブースです。

団体が自立する第一歩、「活動拠点」に！

【募集予定数】1室　【利用料】月額13,000円

ゲームコーナー　ワニさめパニックの様子

中学生によるオープニングのマジックショー

Facebookでも
情報発信中！

H1
ボランティア活動や地域貢献活動等への
参加を支援するポータルサイト！
ぜひご覧ください。
https://www.tsuna-good.city.kawasaki.jp/

2023年度

4/17（月） 5/15（月）

6/19（月）※ 7/18（火）

8/21（月） 9/19（火）　

10/16（月） 11/20（月）

12/18（月）※ 1/15（月）

2/19（月） 3/18（月）　

毎月第3月曜日（祝日の場合は翌日）
※は全館休館
年末年始休館は12/29～1/3

年間
休館日

■かわさき市民活動センター


